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英文抄録

Anearnest investigationaboutbibliographyofFlorenceNightingalewasstartedby

W.J.Bishopinl954, and"ABio-BibliographyofFlorenceNightingale"waspublishedin

1962. Itenclosesl50works.AlthoughthisbookhasnotbeenknowninJapanyet,47works

havebeentranslatedtoJapanese.Thistime,Ihaveanalyzed47worksandconcludedthat

thebookhavestrongimpactonnursingsmdyinJapan.
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和文抄録

FlorenceNightingaleが書き残した印刷文献については、 1950年代になってから本格的な調査が行

なわれ、 1962年にイギリスにおいて出版された「ABio-BibliographyofFlorenceNightingale」にお

いて150編が紹介された。本書の存在は、 日本では未だ知られていないが、今回の調査で150編のうち

の47編がすでに邦訳されていることが確認できた。邦訳された文献の傾向を分析することによって、わ

が国における本書の存在意義を検討し、合わせて今後のナイチンゲール思想研究のあり方を模索する。

和文キーワード
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4．看護の概念

2．解説著作目録
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｢ABio-BibliographyofFlorenceNightingale」の意義

I .緒
一
三
目

FlorenceNightingale (フロレンス・ナイチンゲール: 1820～1910)は、名実ともに近代看護の創始

者である。しかしながら、彼女の知られざる業績はまだまだ多く、その著作もまた膨大である。21世紀

に入った現時点において、ナイチンゲール思想を研究しようとするばあい、手掛かりとなる著作を通し

て、彼女の思想を奥深くまで探ることはさほど困難な事業ではない。むしろナイチンケールの著作は、

全般にわたってその保存状態はよく、入手も比較的容易で、文献研究に着手する環境は整っている。

しかしこうした環境が最初からあったわけではない。この状態を整えるために大きな役割を担った

のが、 イギリス人で医療ジャーナリストのW.J・Bishop氏であり、彼とその秘書のSueGoldie女史

が編纂した『ABio-BibliographyofFlorenceNightingalej (フロレンス・ナイチンゲールの解説著

作目録）がなかったら、ナイチンゲール思想研究は今日あるようには進まなかったに違いない。本書

は1962年に出版されたが、本書によってナイチンゲールの手になる膨大な著作の全貌がその姿を現し

たのである。本書はナイチンゲール研究、 とりわけ彼女の思想を研究する者にとって、宝の書籍であ

ると同時に、必読書でもある。

ところが不思議なことに、本書の存在はわが国のみならず、世界の看護界においても未だほとんど

知られることなく経過した感がある。そこで、本稿においてその内容を紹介すると共に、現時点にお

けるわが国のナイチンゲール思想研究に及ぼした、本書の貢献について考察することにする。

Ⅱ. ｢ABio-BibliographyofFIorenceNightingale」出版の経緯について

生きながらにして伝説の人と化したナイチンゲールが、実はその90年に及ぶ生涯の中で、 150点と

も200点とも言われる印刷文献を書き残していたとは、誰もが想像さえしない事実であった。その内

容はいったいどのようなものであったのか？ 調査が行なわれたのは1950年代からで、Bishop氏に

よって開始されたようである。

筆者が本書を入手したのは1977年であるから、それは出版から15年も経過した時点であった。しか

しながら当時ナイチンゲール思想研究を手懸けようとしていた筆者にとっては、正に運命的な出逢い

ともいうべき貴重な1冊であった。Bishop氏はイギリスに散在するナイチンゲールの手になるほと

んど全ての著作を入手し、それらを分類し、解説し、 まとめていたからである。本書がわが国のナイ

チンケール思想研究に及ぼした影響は計り知れない。

本章においては、これまで翻訳されてこなかった「ABio-BibliographyofFlorenceNightingale』

の「まえがき」と「序文」の部分を翻訳することとした。これにより、本書が編纂される過程と本書

出版の意義、 さらには、本書の構成や性格を理解することができるはずである。

●●●●のら●●●●●●●合●･●●●c●●●●●●●●●･●●●●●●G●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●G●●●●C●合●●●●●●●･●●●●●●●●●●●●●ゆ●O●｡●●O●●●●●●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●◆●●●●●

1 ． 「ABio-BibliographyofFIorenceNightingalelFORWARD(訳：金井一薫）

「……伝説化されたフロレンス・ナイチンゲールの名声は、今や不朽のものとなっているが、一方
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で彼女の著書は顧みられることなく、その最も重要な業績は忘れ去られている。彼女が今日という時

代に向けて伝えようとしたメッセージは、ほとんど理解されていないといってよい｡」

「フロレンス・ナイチンケールの、公衆衛生、病院建築と病院管理、医療統計、そしてインドおよ

び植民地における衛生と福祉に関する見解と業績は、彼女の看護領域における業績よりも、はるかに

幅広い影響力をもっている。看護においてナイチンゲールが行なった大革命の成功は、この分野の技

術のさらなる発展に制限をもたらすことになってしまった。－これは矛盾する状況であるが、他の多

くの偉大な先駆者たちの例においても、同様に見られる現象である。ナイチンケール女史に対してこ

のように言える根拠は、彼女が出版した200点もの著作や冊子や論文、 さらに現存する12,000点を超

える彼女の手紙の中に見出すことができる。……」

「今の時代こそ、看護専門職である指導者たちは（さらには、他の医療専門職の指導者たちも)、伝

記作家による伝記ではなく、ナイチンゲール女史自身が書いた著作に接するべきである。手始めに、

1893年にシカゴで開かれた有名な万国博覧会の看護分科会に寄稿した彼女の論文から読み始めてもよ

いだろう。この論文の中で彼女は、病気を治療するのではなく、病人を治療すべきであると言い、 ま

た病気を治療することよりも、病気を予防することのほうがはるかに大事であると述べている。また

今は常識とされている入院治療も、真の健康にとっては絶対ではありえないこと、 さらに看護は確た

る理念を土台として、その上で、その実践方法において常に必要な変化を加えていくべきであると論

じている。さらに「時代社会の固定観念にとらわれてはならない｡』とか、 「われわれはまだ、看護の

入口に立ったばかりである｡」と述べており、彼女の著作の中には、現代の社会学や心身医学の専門

家たちの見解を、はるかに先取りする指摘も多くみられるのである……｡」

「ナイチンケール女史は生きながらにして伝説の人となった、 と書いたのは、彼女の親友Benjamin

Jowettであった。彼女は今も依然として“伝説の人”である－しかし、それは全て誤まった理由による｡」

上記の抜粋は、 ミルバンクにある王立陸軍医学校の「王立陸軍医学会誌*」の編集者宛てに送られ

たもので、医療史の編集者であるW.J・Bishop氏からの手紙の引用であるが、これは、学会誌上で行

われたフロレンス・ナイチンゲールに関する討論に向けて寄稿されたものである。

ここで述べられた内容の根拠は、ナイチンゲール女史が書いた200点もの出版物あるいは未出版物、

また冊子ならびに記事の類い、さらには12,000点を越す彼女の手紙の内容から証明できるのであるが、

それらはBishop氏によって進められた、約7年にも及ぶ壮大な研究プロジェクトのテーマとも一致

している。そしてこのプロジェクトは、国際看護師協会(I.C.N.) とフロレンス・ナイチンケール国

際基金(F.N.I.F.)によって着手され、 また支援されたものである。

これらの研究の最初の成果が、 このBio-BibliographyofFlorenceNightingale (フロレンス・ナ

イチンゲールの解説著作目録）であるが、最終的な成果は、現在出版に向けて準備中の、広範囲に及

ぶ彼女の手紙をまとめた注釈付目録の中に見い出せるであろう。

*この手紙は1961年10月の学会誌に記載された。
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Bishop氏の1961年7月の早すぎる死によって、 このプロジェクトに対して熱心であった研究者や、

I.C.N.およびF､N.I.F.にあって、気心の知れた有能な協力者たちが去っていった。 1954年9月に、

Bishop氏がこのプロジェクトに取り組むべく招かれてからというもの、このプロジェクトチームは

著作目録を完成させるという点において、 またBishop氏と一緒に、彼が出合った新たな情報や興味

深い記述を共有し、彼と共に愉しむことができるという点において、 まさに1つの特権を保持してい

たのであった。 I.C.N.の教育委員会の会合において、彼の経過報告はいつも脚光を浴びたし、Bishop

氏の名前は、 I.C.N.という組織を通して、あるいはこのプロジェクト自身がもつ国際的性格上、徐々

に多くの国々の看護師たちに知れ渡るようになっていった。

Bishop氏の仕事を誰かが完成させなければならないという状況のなかで、Bishop氏の助手として、

また秘書として身近に仕事をしてきたSueGoldie女史の援助を得ることが出来たのは、 まったくの

幸運であったといえよう。彼女は、プロジェクトそのものに精通していたばかりではなく、 Bishop

氏の仕事の方法にも通じていたのである。Goldie女史はこの著作目録を完成まで導いた。彼女は有

能で、この困難な作業をよく理解し、作業遂行の過程では、実に謙虚であった。このことに私たちは

感謝の意を表するものである。

私たちは心からの謝意を下記の方々に贈りたい。それはウェルカム医学史図書館司書のF.N.L

Poynter博士と、副司書のE.Gaskell氏、そして図書館員である。彼らは図書館において作業を容

易に行なうための便宜を図ってくださり、援助や助言をくださった。デンマークアーフス地方自治体

公衆衛生課の看護師長、BodilDyhre女史にも謝意を表したい。彼女は著作目録の最初の掘り起こし

作業を引き受けて下さり、フロレンス・ナイチンケール文献が収蔵されている場所を探索してくださっ

た。またHarryVerney卿に対しても心から感謝申し上げたい。彼はクレイドンハウスが所蔵してい

るコレクションを寛大に編纂者へ開放してくださった。さらに大英博物館及び国内外の大きなコレク

ション収集施設に対して感謝する。こうした施設からは、情報提供と寛大な援助をいただいた。加え

て世界各地から個人的に貢献してくれた方々にも感謝の意を表したい。彼らは手紙類や原稿、また様々

な形での情報を送ってくださったからである。

I.C.N.とF.N.I.Fは、 この研究論文の第一版である、完成版のBio-BibliographyofFlorence

Nightingale (フロレンス・ナイチンケールの解説著作目録）を紹介することに大きな誇りを抱いて

いる。そしてこの著作目録が、フロレンス・ナイチンゲールの生涯とその業績を、直接的に研究しよ

うと志す人々の真の助けになることを望むものである。

私たちはこの著書目録を世界の看護師たちに捧げる。また同時に、 フロレンス・ナイチンケール自

らが強い関心を抱いた全ての職業の後継者で、今日の看護師たちが彼らと協働している姿を見て、彼

女が喜ばしく思うであろう人々に対しても本書を捧げるものである。

FTJENBROE

国際看護協会・教育担当部長
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2.｢ABio-BibliographyofFlorenceNightingalejlNTRODUCTION(訳：金井一薫）

本書は、フロレンス・ナイチンゲールの印刷文献を、完全解説付で出版して世に提供することを試

みた、初めてのものである。その並はずれて多忙な生涯にあって、ナイチンゲール女史は多くの著作

や冊子、雑誌記事、覚え書などを著した。彼女が取り上げたテーマは多彩で、 よく知られている看護

に関するものだけでなく、陸軍の健康と衛生、病院組織と統計、 インドの領土改革、社会学、宗教と

哲学、さらには正しい鳥の飼い方といった領域にまで及んでいる。彼女は改革運動の先頭に立ってい

たが、当時最も権力ある政治家や政府高官たちと親しく付き合っていた。彼らを通して、彼女は改革

へのプランを練り上げることができたのである。それは彼女の手によって注釈の付けられた膨大な数

の公文書が示す通りである。彼女は自室に居ながらにして、陸軍の改革、 インドにおける衛生問題の

改革、及び救貧院と救貧法執行に関する政府の白書を編集し、校正し、投稿も行なっている。こうし

たことのすべてに加え、彼女は自らの信念に従い、それらに基づいて、他の人々の著作に対しても、

前書きや序文を多く寄稿している。

印刷されたとはいえ、 これらの文献の多くは、必ずしも広範囲にわたって公開しようとして書かれ

たものではなかった。ナイチンケール女史は、 自ら記述したものを校正することを好まず、 自らが書

いたメモや覚え書などを、私費出版するために私財を投じることを厭わなかった。そうすることで、

興味を抱いてくれる友人たちに、そういった覚え書を配ることができるようにという配慮からである。

これら長期保存を目的としない印刷物はかなり貴重なものであり、大英博物館のナイチンケール文献

の中や、ウェルカム図書館、聖トマス病院、 クレイドンハウスなどにおける常設コレクションの中に

見出されるのみである。また政府公文書への寄稿文も、大英博物館やインド省図書館の暗い奥まった

場所に葬られてしまう傾向にあった。一方で、本格的に出版された彼女の著書－これらには、彼女が

特に一般に公開されることを望んだ、政府公文書からの抜粋や補章が含まれる－はきわめて広範囲に

分散して存在しており、数多くの小規模なナイチンゲール文献コレクションの中に見つけ出すことが

できる。

それ故、これまで多岐にわたる個々の印刷文献の所在を明らかにする試みがなされたことはなく、

ただ過去に複写されたことのある場所で、 もっとも入手可能な文献の所在のみが提示されるに過ぎな

かった。本書出版の目的は、フロレンス・ナイチンゲールの膨大で広範囲にわたる著作を紹介するこ

とであり、同時に、どのような特定の文献であっても、読者が興味をもったものは必ず探し出し、閲

覧を可能にすることにある。

この著作目録は、EdwardCook卿のきわめて広範囲におよぶ「フロレンス・ナイチンゲールの印

刷文献一覧」を基にしている。ちなみにこの一覧は、彼の優れた著作である「フロレンス・ナイチン

ゲールの生涯』第二巻の末尾(pp､437-458)に掲載されたものである。これに、主としてナイチンゲー

ル女史が私費出版した文献のコレクションと、 1914年以降に出版された彼女の個人的書簡を、幾つか
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追加しておいた。一方で、Cook卿は原稿の存在を見つけ、何らかの理由でそれらが出版されたであ

ろうと思われる類のかなり多くの著作を、彼が作成した文献一覧の中に含めている。こういった作品

が後に出版物として確認されていない場合は、本書では「その他の作品」として最後の第9章に表記

しておいた。

本書における長文にわたる解題は、それらの作品が書かれた背景について解説したものである。す

なわち、ナイチンケールの著作が書かれた経緯、 また内容についての簡単な紹介、そして世界におけ

るそれらの著作の評価、などがその内容となっている。

この解説著作目録は、全部で9章から成り立っている。しかし多くの場合、個々の著作は、各章の

なかでさらに幾つかのテーマごとに分類されており、最も重要だと思われる分類項目下で十分な解説

がなされているが、他の分類項目との関係を示すための文献案内を、著作ごとに相互に載せておいた。

それぞれの分類項目の中では、個々の著作は年代順に並べてある。

総計にして膨大な量の著作が、フロレンス・ナイチンゲールその人について、彼女が生きている期

間を通じて、 また1910年に没した後にも書かれてきた。これらの書物のほとんどは、二次的または派

生的なものであり、今回の調査によって作成された本目録に載せる価値は小さいとみてよいだろう。

この著作目録には、以下の項目に照らして選別されたものが含まれている。

1． フロレンス・ナイチンゲールと同時代に書かれた彼女に関する著作で、ナイチンケール伝説を

塗り替えることに寄与した作品。

2．特にクリミア時代を中心として、彼女の生涯と業績がわかるように、その根拠が提示されてい

る同時代の日記や史書。

3．独自の調査によって裏付けられた重要な伝記と、その外国語翻訳本。

4． とりわけナイチンゲール女史の業績や思想に光を当てて書かれた記事や、これまでに出版され

たことのない未完成の記事や手紙。

5．ナイチンゲール女史の友人や同僚についての伝記。

これら全ての刊行物や記事は、ナイチンゲール伝説の進展の道筋に、何らかの示唆が与えられるよ

うに、年代別に配置された文献目録として一覧表にまとめた。一冊の本が幾つかの版を重ねている場

合は、初版と最新版の出版年月日を記載した。

SUEGOLDIE

1962年7月

●●●●●●●●●●●G●●●●●●●●●｡●●●e●●■■●ゆ●●●●●●◆●･●●●●●●●●●●●①●●●●●●●白●①●■●串●●●｡●●●G●G●●●｡●●｡●●●●●｡●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●｡●･●■●●●●●●●｡●●●●

Ⅲ． 「ナイチンゲール著作目録』の全体像と邦訳の現状

IABio-BibliographyofFlorenceNightingale」では、 150編のナイチンゲール文献がその内容に

よって9つのグループに分類されており、それぞれが独立した章を構成している。各章に配置されて

いる文献は、 さらにテーマごとに分類され、全て発行年ごとに紹介されている。最後の第10章におい
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ては、 1854年～1954年の100年間に書かれたナイチンゲール文献とナイチンゲールに関する文献が、

時間軸にしたがって一覧表として掲載されている。

ナイチンゲール著作目録9章分の内容は、以下のとおりである。

第1章:NURSING:看護(No.1～47) 一合計47編

Nos.1-12.GeneralworksonNursing(看護についての全般的展開）

13-23.TheDevelopmentofWorkhouseandDistrictNursing(救貧院および地区看護の

発展）

24-47.MessagestoNurses (看護師たちへのメッセージ）

第2章:THEARMY:英国陸軍(No.48～58) 一合計11編

第3章:INDIANANDCOLONIALWELFARE:インドおよび植民地の福祉(No.59～97)

一合計39編

Nos. 59-93. India(インドについて）

94-97．ColonialWelfare (植民地の福祉について）

第4章:HOSPITALS:病院(No.98～105) 一合計8編

第5章:STATISTICS:統計学(No.106～108)一合計3編

第6章:SOCIOLOGY:社会学(No.109～117) 一合計9編

第7章:MEMOIRSANDTRIBUTES:回顧録と献辞(No.118～125) 一合計8編

第8章:RELIGIONANDPHILOSOPHY:宗教と哲学(No.126～129) 一合計4編

第9章:MISCETLANEOUSWORKS:種々雑多な記事(No.130～150) －合計21編

最も文献数が多いものは、第1章の看護について（47編）であるが、この中にはナイチンゲールが、

ナイチンゲール看護学校の在校生や卒業生に送ったメッセージ（講演録）なども含まれており、必ず

しも全てが論文に相当するものではない。また、同じ「1編」に数えられるにしても、長文のものか

ら短い文章のものまで、さらに単行本として発刊されたものから、パンフレットや手紙の類まで、種々

の著作形態がある。

全体の傾向としては、本書編者のSueGoldie女史が述べているように、ナイチンゲール文献は、

実に多岐にわたるテーマによって構成されており、ナイチンゲールの多彩な能力と関心の広さとをう

かがい知ることができる。

ここで、我が国におけるナイチンゲール文献の邦訳状況を、 「ABio-BibliographyofFlorence

Nightingale｣ 150編の構成に沿って見てみよう。

以下、邦訳されている文献について、原文タイトルに続いて日本語タイトルを記し、邦訳の出典を

明示する。各文献の先頭番号は、 「ABio-BibliographyofFlorenceNightingalej中に、 1番～150

番の通し番号として用いられているものと同じ番号とした。
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3．万北:Subsidiarynotesastotheintroductionoffemalenursingintomilitaryhospitalsinpeace

andinwar. 1858.

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真， ，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳.女性による

陸軍病院の看護一平時および戦時の陸軍病院へ女性による看護を導入する件に関する補助覚え書．

ナイチンゲール著作集（第一巻)．東京：現代社. 1975.p.35～138.

4． Zy":Notesonnursing:whatitis,andwhat it isnot. 1860.

①小玉香津子訳.看護覚え書（連載11回)．綜合看護． 1967;2(3)～1968;3(2)．

②小玉香津子訳.看護覚え書.東京：現代社． 1968． （付録： 1861年版・赤ん坊の世話）

③尾田葉子訳.看護覚え書き一本当の看護とそうでない看護について．東京：日本看護協会出版

会． 1985． （付録：英国で看護婦として雇用されている女性の数についての注釈）

鼠T沸彪:NotesonNursing:whatitisandwhat it isnot、 1860.

①湯槙ます監修，薄井坦子,小玉香津子，田村真,金子道子，鳥海美恵子,小南吉彦編訳.看護覚

え書一看護であること、看護でないこと－増補改定新版．ナイチンゲール著作集（第一巻)．東

京：現代社. 1975.p.139～414. (付録: 1861年版：赤ん坊の世話）

②湯槙ます，薄井坦子,小玉香津子，田村真,小南吉彦訳.看護覚え書．東京：現代社． 1975． （付

録： 1861年版：赤ん坊の世話）

③小林章夫・竹内喜訳.看護覚え書き．東京：うぶすな書院． 1995． （付録： 1861年版：赤ん坊の

世話）

④湯槙ます．薄井坦子,小玉香津子，田村真,小南吉彦訳.看護覚え書一看護であること・看護で

ないこと．改定第6版.東京：現代社． 2000年． （付録： 1861年版：赤ん坊の世話）

⑤ヴイクター・ススレクトコヴイッチ編・助川尚子訳．看護覚え書決定版．東京：医学書院．

1998, （付録：1861年版:赤ちゃんの保育）

9. TW":Suggestionsonasystemofnursingforhospitalsinlndia. 1865.

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳インドの病

院における看護一インドの看護システムについての助言．ナイチンゲール著作集（第一巻)．東京：

現代社. 1975.p.415～463.

m．”雌:Hospitalsandpatients. 1880.

①湯槙ます監修,薄井坦子,小玉香津子，田村真,小南吉彦編訳.病院と患者．ナイチンゲール著

作集（第二巻)．東京：現代社． 1974.p.67～74.

②薄井坦子,小玉香津子，田村真，山本利江,和住淑子,小南吉彦訳.病院と患者.看護小論集一

健康とは病気とは看護とは．東京：現代社、 2003.P.133～142.

II. TY"e:Nurses, trainingof: [and]Nursingthesick. 1882.

①湯槙ます監修,薄井坦子,小玉香津子，田村真,小南吉彦編訳.看護婦の訓練と病人の看護．ナ

イチンゲール著作集（第二巻)．東京：現代社． 1974.
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②薄井坦子,小玉香津子，田村真，山本利江,和住淑子,小南吉彦訳.看護婦の訓練看護小論集一

健康とは病気とは看護とは．東京：現代社. 2003.p.143～166.

Z2nｵ":Sick-nursingandhealth-nursing、 1893.

①湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真,小南吉彦編訳.病人の看護と健康を守る看護．

ナイチンゲール著作集（第二巻)．東京：現代社． 1974.p.125～156.

②薄井坦子,小玉香津子，田村真，山本利江,和住淑子,小南吉彦訳.病人の看護と健康を守る看

護．看護小論集一健康とは病気とは看護とは東京：現代社． 2003.p､39～80．

IaTYオル:Suggestionsonthesubjectofproviding, training, andorganizingnursesforthesick

poorinworkhouseinfirmaries、 1867.

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，小南吉彦編訳.救貧院病院における看護．ナイチン

ケール著作集（第二巻)．東京：現代社1974.p.3～52.

19.万オル:Ontrainednursingforthesickpoor. 1876.

①湯槙ます監修,薄井坦子,小玉香津子，田村真,小南吉彦編訳.貧しい病人のための看護．ナイ

チンゲール著作集（第二巻)．東京：現代社. 1974.p.53～66.

②薄井坦子,小玉香津子，田村真，山本利江,和住淑子，小南吉彦訳.貧しい病人のための看護．

看護小論集一健康とは病気とは看護とは．東京：現代社． 2003.p.115～132.

2a万オル: Introductiontothe@Historyofnursinginthehomesofthepoor、 1890.

尾田葉子訳．ウイリアム・ラスボーン著『貧しい人々のための訪問看護のあゆみ」への序文．ナー

シング・ トウデイ． 1986;1(5):22-24.

22L TW":Healthteachingintownsandvillages、 1894.

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真,小南吉彦編訳．町や村での健康教育．ナイチンゲー

ル著作集（第二巻)．東京：現代社. 1974.p.157～185.

躯万オル:FlorenceNightingaletohernurses、 1872-1888

湯槙ます監修,薄井坦子,小玉香津子，田村真金子道子，鳥海美恵子,小南吉彦編訳.看護婦と見

習生への書簡1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社. 1977.p.263～454.

26ZW":AddressfromMissNightingaletotheprobationer-Nurses inthe $NightingaleFund'

School,atSt.Thomas'sHospital,andthenurseswhowereformerlytrainedthere、 1872

①ナイチンゲール書簡集.東京:ABC企画. 1974.

②湯槙ます監修，薄井坦子,小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳.看護婦

と見習生への書簡 1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.

p.263～454.

③湯槙ます，薄井坦子,小玉香津子，鳥海美恵子,小南吉彦編訳.新訳・ナイチンケール書簡集．

東京：現代社． 1977．

[AIso,abridged, in]FlorenceNightingaletohernurses. [EditedbyMrs.RosalindNash].
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教文館編輯部訳．ナイチンゲール書翰集．東京：教文館． 1939．

浜田泰三訳．ナイチンゲール書簡集．東京：隆鳳堂． 1958．

浜田泰三訳，ナイチンケール書簡集，東京：山崎書店． 1964.

27: ZY":AddressfromMissNightingaletotheprobationer-nurses inthe &NightingaleFund'

SchoolatSt.Thomas'sHospitalandthenurseswhowereformerlytrainedthere. 1873.

①ナイチンゲール書簡集.東京:ABC企画． 1974.

②湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳.看護婦

と見習生への書簡 1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.

p.263～454.

③湯槙ます，薄井坦子,小玉香津子,鳥海美恵子,小南吉彦編訳.新訳・ナイチンゲール書簡集

東京：現代社． 1977．

[AIso, slightlyabridged, in]FlorenceNightingaletohernurses. [EditedbyMrs.Rosalind

Nash].

教文館編輯部訳．ナイチンゲール書翰集．東京：教文館． 1939．

浜田泰三訳．ナイチンゲール書簡集東京：隆鳳堂． 1958．

浜田泰三訳，ナイチンゲール書簡集，東京：山崎書店． 1964.

30. (i) TYﾉ":AddressfromFlorenceNightingaletotheprobationer-nursesinthe @Nightingale

Fund' School, atSt・Thomas'sHospital, andthenurseswhowerefonnerlytrainedthere.

1874.

①ナイチンゲール書簡集.東京:ABC企画1974.

②湯槙ます監修,薄井坦子,小玉香津子，田村真,金子道子,鳥海美恵子,小南吉彦編訳.看護婦

と見習生への書簡 1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.

p.263～454.

③湯槙ます，薄井坦子,小玉香津子,鳥海美恵子,小南吉彦編訳新訳・ナイチンゲール書簡集．

東京：現代社． 1977．

凶soin]FlorenceNightingaletohernurses. [EditedbyMrs.RosalindNash].

教文館編輯部訳．ナイチンゲール書翰集．東京：教文館1939．

浜田泰三訳．ナイチンゲール書簡集．東京：隆鳳堂． 1958．

浜田泰三訳，ナイチンゲール書簡集，東京：山崎書店． 1964．

32. (i) TYt":AddressfromFlorenceNightingaletotheprobationer-nurses inthe!Nightingale

Fund'SchoolatSt.Thomas'sHospitalandthenurseswhowerefonnerlytrainedthere、 1875.

①ナイチンゲール書簡集．東京:ABC企画. 1974.

②湯槙ます監修,薄井坦子,小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳.看護婦

と見習生への書簡 1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.
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p.263～454.

[AIso,abridged, in]FlorenceNightingaletoherNurses. [EditedbyMrs.RosalindNash].

教文館編輯部訳．ナイチンゲール書翰集．東京：教文館1939．

浜田泰三訳ナイチンケール書簡集．東京：隆鳳堂． 1958．

浜田泰三訳，ナイチンゲール書簡集，東京：山崎書店． 1964．

". (i) TW":AddressfromFlorenceNightingaletotheprobationer-nursesatSt.Thomas's

Hospital,andthenurseswhowerefonnerlytrainedthere. 1876.

①ナイチンゲール書簡集東京:ABC企画． 1974.

②湯槙ます監修,薄井坦子,小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子,小南吉彦編訳.看護婦

と見習生への書簡 1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.

p､263～454.

③湯槙ます，薄井坦子,小玉香津子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳.新訳・ナイチンゲール書簡集．

東京：現代社1977．

[AIso,abridged, in]FlorenceNightingaletoherNurses. [EditedbyMrs.RosalindNash].

教文館編輯部訳．ナイチンケール書翰集．東京：教文館1939．

浜田泰三訳．ナイチンゲール書簡集．東京：隆鳳堂． 1958．

浜田泰三訳，ナイチンゲール書簡集，東京：山崎書店． 1964．

". [Printedletter]TothenursesoftheEdinburghRoyallnfirmary. 1878

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳.看護婦と見

習生への書簡1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.p.263～454.

3aZW": (Private)NewYear'sDayl878･LetterfromMissNightingale.

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳．看護婦と見

習生への書簡1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社. 1977.p.263～454.

””ｵ":LetterfOnnFlorenceNightingaletotheProbationer-Nursesinthe:NightingaleFund'

SchoolatSt.Thomas'sHospital.Easter, 1879.

①ナイチンゲール書簡集.東京:ABC企画. 1974.

②湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子,小南吉彦編訳.看護婦

と見習生への書簡 1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.

p､263～454．

[AIso,abridged, in]FlorenceNightingaletohernurses． [EditedbyMrs.RosalindNash].

浜田泰三訳．ナイチンゲール書簡集．東京：隆鳳堂． 1958．

浜田泰三訳，ナイチンゲール書簡集，東京：山崎書店． 1964.

3ZZYｵﾙ:May6, 1881．LetterfromFlorenceNightingale.

①湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳.看護婦
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と見習生への書簡 1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.

p.263～454.

②湯槙ます，薄井坦子，小玉香津子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳新訳・ナイチンゲール書簡集．

東京：現代社． 1977．

ML TY"@: FromFlorenceNightingale to theProbationer-Nurses in the ｡NightingaleFund'

TrainingSchool,atSt.Thomas'sHospital,andtothenurseswhowerefonnerlytrainedthere.

May23, 1883.

①湯槙ます監修,薄井坦子,小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子,小南吉彦編訳.看護婦

と見習生への書簡 1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.

p､263～454.

②湯槙ます，薄井坦子,小玉香津子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳.新訳・ナイチンケール書簡集．

東京：現代社． 1977．

39. [LetterdatedJuly3, 1884, totheNightingaleprobationers. In]

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳．看護婦と見

習生への書簡1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)‘東京：現代社． 1977.p.263～454.

40. TM@:Totheprobationer-nursesoftheNightingaleFundSchoolatSt.ThomaSsHospital.

FlorenceNightingale.NewYear'sDay, 1886.

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳看護婦と見

習生への書簡1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社. 1977.p､263～454.

虹．刀娩:TotheprobationernursesintheNightingaleFundSchool, atSt.Thomas'sHospital

fromFlorenceNightingale,Mayl6, 1888.

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳看護婦と見

習生への書簡1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.p.263～454.

[AIso, abridged, in]FIorenceNightingaletohernurses． [EditedbyMrs.RosalindNash].

浜田泰三訳．ナイチンゲール書簡集．東京：隆鳳堂． 1958．

浜田泰三訳，ナイチンゲール書簡集，東京：山崎書店． 1964．

". ZW":Tothenursesandprobationerstrainedunderthe !NightingaleFund.'London, June

l897．

①湯槙ます監修,薄井坦子,小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳.看護婦

と見習生への書簡 1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社. 1977.

p.263～454.

②湯槙ます，薄井坦子,小玉香津子，鳥海美恵子,小南吉彦編訳.新訳・ナイチンゲール書簡集．

東京：現代社． 1977．

饗． [Letteraddressedatend] @Toallournurses,May28, 1900.,
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①湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦訳･看護婦と

見習生への書簡 1872～1900年．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.

p.263～454.

②湯槙ます，薄井坦子,小玉香津子，鳥海美恵子,小南吉彦編訳.新訳．ナイチンケール書簡集・

東京：現代社． 1977.

4ZTY/":Memorandumforprobationersastofingerpoisoning, etc・DatedJuly, 1878.

小玉香津子訳．はじめて病棟勤務につく見習生へ一手指の清潔などについて．ナーシング・ トゥデイ。

1986;1(8):30-32．

"ZW":Notesonmattersaffectingthehealth, efficiency, andhospitaladministrationofthe

BritishAnny, foundedchieflyontheexperienceofthelatewar、 1858

（一部解説）

多尾清子．英国陸軍の保健、能率および病院管理に関する諸問題についての覚え書.統計学者とし

てのナイチンゲール．東京：医学書院． 1991．

52. TW":MortantyoftheBritishAnny,athome,athomeandabroad,andduringtheRussian

War,ascomparedwiththemortalityofthecivilpopulationinEngland. Illustratedbytables

anddiagrams.ReprintedfromtheReportoftheRoyalCommissionappointedtoenquireinto

theRegulationsAffectingtheSanitaryStateoftheArmy. 1858.

①松野修，久繁哲徳訳．国内、国内と国外、およびロシア戦争中における英国陸軍の死亡率と、

イングランド市民の死亡率との比較.綜合看護， 1988;23(4):7-37～1989;24(1):7-27.

②（一部解説）

多尾清子．英国陸軍の死亡率．統計学者としてのナイチンゲール．東京：医学書院． 1991. p.40-

59．

認．万オル:AcontributiontothesanitaryhistoryoftheBritishArmyduringthelatewarwith

Russia、 1859.

（一部解説）

多尾清子．対ロシア戦争中の英国陸軍衛生史への寄稿．統計学者としてのナイチンゲール．東京：

医学書院. 1991.p.60-72.

弱TY"b:Observationsontheevidencecontainedinthestationalreportssubmittedtoherbythe

RoyalCommissiononthesanitarystateoftheannyinlndia、 1863.

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳．インド駐在

陸軍の衛生．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.p.3～84.

6尻ガノル:LifeordeathinIndia・Sub-Title:LifeordeathinlndiaundertheZemindarTysystem.

1874．

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳． インドにお
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ける生と死．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社. 1977.p.85～140.

1〃．”オル:Notesonhospitals. 1863

①小玉香津子訳.病院覚え書（連載15回)．綜合看護1970;5(2):6-17～1974;9(2):85-98.

②湯槙ます監修,薄井坦子,小玉香津子，田村真,小南吉彦編訳.病院覚え書．ナイチンゲール著

作集（第二巻)．東京：現代社. 1974.p.185-334.

I".”オル: Introductorynotesonlying-minstimtions， 1871.

薄井坦子,小玉香津子訳.産院覚え書（連載6回)．綜合看護1983;18(1):59-73～1984;19(2):7-20.

I". TYオル:Cassandra、 1860

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳． カサンドラ．

ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.p､202-242.

"0. TYｵ":Noteonthesupposedprotectionaffordedagainstvenerealdiseasebyrecognizing

prostitutionandputtingitunderpoliceregulation、 1863.

掛川和嘉子訳.性病対策について．ナーシング・ トウデイ． 1986;1(2):22-25.

"2． TM@:Anoteonpauperism、 1869.

①向野宣之、金井一薫訳.救貧覚え書.綜合看護1985;19(1):53-79.

②金井一薫訳.救貧覚え書.ケアの原形論東京：現代社. 2004.

皿3．万ｵ"：Whoisthesavage？1878．

小玉香津子訳．この野蛮人は誰か？．ナーシング・ トウデイ． 1986;1(1):22-25

"aTYｵ":Opinionsofwomenonwomen'ssuffrage、 1878,

掛川和嘉子訳.婦人参政権についての意見．ナーシング・ トウデイ． 1986;1(7):30-32.

I2I.MemorialsofAgnesElizabethJones. 1871.

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳．アグネス・

ジョーンズをしのんで．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社. 1977.p.243-262.

I27: (i) TW": Suggestionsforthought tothesearchersaftertruthamongtheartizansof

England.

(ii)Suggestionsforthoughttosearchersa仕erreligioustruth・Vol. n.

(m)Suggestionsforthoughttosearchersafterreligioustruth.Vol.m. 1860.

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真，金子道子，鳥海美恵子，小南吉彦編訳．思索への示

唆（抄)．ナイチンゲール著作集（第三巻)．東京：現代社． 1977.pl41-186.

I32. TY/": The lnstitutionofKaiserswerthon theRhine for the practical trainingof

Deaconesses,underthedirectionoftheRev・PastorFliedner,embracingthesupportandcare

ofahospital, infantandindustrialschools,andafemalepenitentiary. 1851.

湯槙ます監修，薄井坦子，小玉香津子，田村真金子道子，鳥海美恵子,小南吉彦編訳．カイゼルス

ウェルト学園によせて．ナイチンゲール著作集（第一巻)．東京：現代社． 1975.P. 3-34.
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IW. TYノル:FromNurseWilson's,NurseStyring's,NurseCross'sandNurseWebb'saccountsof

theshipwreckontheirvoyagehomefromCanadaonduty、 1878.

掛川和嘉子訳看護婦遭難事故に遭う．ナーシング・ トウデイ 1986;1(4):22-25.

I".HealthandLocalGovernment, 1894.

掛川和嘉子訳.保健衛生と地方行政機関．ナーシング・ トウデイ1986;1(3):24-26.

I4a[Letter,datedFebmary4, 1895, to@UncleToby'oftheDickyBirdSociety. In]Newcastle

Chronicle'sWeeklySupplement,Februaryl6, 1895,

小玉香津子訳.小鳥たち．ナーシング・ トウデイ 1986;1(6):30-32.

I". [RemarksbyMissNightingaleonaRegisterfornurses].RoyalBritishNurses'Association.

金井一薫，小南吉彦訳．看護婦登録制度についての意見書一王立英国看護婦協会の見解への反論

1892．綜合看護1987;22(1):29-44.

Ⅳ．考察: ｢ABio-BibliographyofFIorenceNightingale」が、

日本のナイチンゲール思想研究に及ぼした影響について

生きながらにして伝説化されたナイチンケールの姿は、多くの伝記を通して日本の国民にも紹介さ

れた。ナイチンゲールが存命の1890年に、最初の邦訳本「フロレンス・ナイチンゲール』】が出版さ

れ、 さらに1901年には本格的な日本人による伝記2が編まれた。その後続々とナイチンゲール紹介は

続いて、今日に至っている。

また、晩年のナイチンゲールが棲み暮らしたロンドン・サウスストリート1番地のマンションには、

何人かの日本人が訪れ、面会したとの記録もある。3その代表的人物は、津田塾大学を創設した津田

梅子女史である。その他、明治8年から13年まで、ロンドンのセント． トーマス病院医学校に留学し

ていた医師の高木兼寛氏は、直接的ではないにせよ、ナイチンゲール思想に接した可能性は高い。

"病気を診ずして病人を診よ”という高木氏の創設になる現．東京慈恵会医科大学のモットーは、当

時のナイチンゲールの文章と同じ表現である。

このように、ナイチンゲールの存在とその業績は、 ヨーロッパやアメリカに留学または視察に訪れ

て、帰国した人々から伝えられ、評価されていったようである。さらにクリミア戦争時におけるナイ

チンゲールの活躍が、第一次～第二次世界大戦を通して、従軍看護師の価値を高め、社会における指

導層の女性たちを鼓舞する形で結び付けられたことも事実である。

また、一般国民への伝達ルートとは別に、ナイチンゲールの業績は基礎看護教育を通して、殊に看

護歴史の教科書の記述を通して看護師たちに教えられるところとなった。しかし、ナイチンケール自

身の著作の存在が周知されていない時代には、当然ながら、彼女の看護思想については教育．研究さ

。
■
＆
旬
〃
》
恥
毛
』

シ－．カルクス，北山初太郎訳． フロレンス・ナイチンゲール．秀英舎, 1890.

女子之友記者勁林園主人編．ナイチンゲール．西洋傑婦伝第二編．東洋社， 1901．

長門谷洋治．ナイチンゲールに会った日本人．看護教育, 1969;10(12) :60-64.

－27－



『ABio-BibliographyofFlorenceNightingale」の意義

れることはなかった。わが国でナイチンゲール思想が明らかになるのは、 1967～8年に、初版本の

｢看護覚え書」が『季刊・綜合看護j誌上に翻訳連載され、 さらにそれが単行書として刊行4されて

からである。現在では、ナイチンケールが編んだ3編の「看護覚え割（初版本・改訂版・労働者版）

のなかで、ナイチンゲールが最も力を入れて書いたと言われる、看護師向けの増補改訂版5が日本の

看護師教育の中では定番となっており、看護学生はその生涯の学習過程の初期の段階で、 「看護覚え

書』と向き合うように育てられている。

さて、ナイチンケールの文献目録を最初に公開したのは、EdwardCook卿である。彼はナイチン

ゲールの没直後（1913年）に本格的な伝記6を編んだが、その末尾に、ナイチンゲールが書いた文献

147編について、 「文献目録A」として年代順に一覧表にして掲載している。しかしCookの伝記が邦

訳されたのは1994年になってからで、我が国においてはこのリストについては、ほとんど関心が払わ

れてこなかった。

ナイチンケール文献の原文の一部を目にすることができるようになったのは、 LucyRidgely

Seymer女史の功績に負うところが大きい。彼女の編集になる 『SelectedwritingsofFlorence

Nightingalel (1954年）には、 9編の“看護についての文献”が掲載されている。本書が日本の編集

者の目に留まり、そのうちの1編「看護覚え書j (初版本）が、先に述べたように「季刊・綜合看護」

に邦訳されたのであった。したがって、Bishop氏による本格的な調査の結果が出版されるまでの間、

我が国のナイチンゲール思想研究は、 このLucyRidgelySeymer版によって行われていたのである。

『ABio-BibliographyofFlorenceNightingale｣ (1962年）が発刊されたことによって、初めてナ

イチンゲール文献の全体像が明らかにされた。同時に、ナイチンケールの知られざる側面も解き明か

されていった。つまり、ナイチンゲールは実に多岐にわたるテーマに取り組んでいたことが判明した

のである。またその内容の奥深さと見事な記述から、ナイチンゲールに備わっていた多面的な能力も

浮かび上がってきた。彼女はこれまで世に伝えられてきたような、単なる優れた看護師ではなく、時

の医療や衛生にまつわる社会改革者であり、行政官であり、衛生学者であり、同時に統計学者であり、

病院建築家でもあった。さらに陸軍の衛生状態を改善した実務家であり、 インドの人々の健康と幸福

の実現のために数々の提言をした人であり、現代に見るソーシャルワーカーでもあった。

しかしながら、結果としてナイチンゲールが残した真の業績は、看護の本質を究めた看護思想家と

しての中に見出すことができる。ナイチンゲールが思考によって導き出し、措定した看護の原理、あ

るいは看護の理念は、時代と国を超えて継承される価値があり、世界の看護師に与えた影響は計り知

れない。この見方を可能にしたのは、 『ABio-BibliographyofFlorenceNightingale」の存在と、実

在する原著が入手可能だったお陰である。

4①小玉香津子訳.看護覚え書（連載11回)．綜合看護， 1967;2(3)～1968;3(2)．

②小玉香津子訳．看護覚え書．東京：現代社， 1968． （付録： 1861年版・赤ん坊の世話）

5NotesonNursing:what it isandwhat it isnot、 1860.

6SirEdwardCook.TheFlorenceNightingale.Macminan&C, 1913.
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今回の筆者による文献調査で、 『ABio-BibliographyofFlorenceNightingalejに収められている

150編の文献目録のうち、現時点において邦訳されている文献数は47編あることが明らかになった。

参考までに、 47編の邦訳文献の出典をまとめてみた。表1を読むにあたって注意しなければならない

点は、同一のナイチンゲール文献が複数の出版社で翻訳・刊行されているものもあるし、同一の出版

社においても、同一の文献が異なる書籍として出版されているので、邦訳文献数の合計数値は47編に

はならないということである。

（表1）

表1から、邦訳の全体像は容易に把握できる。

日本の看護学界は、やはり圧倒的に第1グループの“看護についての文献'の邦訳に努めてきたこ

とがわかる。しかし「ABio-BibliographyofFlorenceNightingalejには、ナイチンゲールが書い

た講演録（書簡）が14編も含まれており、それらを翻訳した書籍は6点もあることから、それだけで

邦訳文献数は相当数を数えることになる。また世界的名著である「看護覚え書」の評価は高く、初版

本・増補改定版の翻訳に取り組んだ出版社もまた多い。同一のタイトルでありながら、邦訳文献数は

8編にも及んでいることがこれを物語っている。このようにみてくると、第1グループの計71編のう

ち56編が『講演録』と『看護覚え書jの邦訳で占められているのである。さらにナイチンゲールの看

護思想を探るには、残りの15編にも着目する必要があろう。

一方で、邦訳文献数は少ないものの、第2～第9グループのどの領域においても、万遍なく訳出さ

れていることが見て取れる。この事実は日本のナイチンゲール思想研究にとっては、たいへん重要な

点である。つまりナイチンケールを看護の創設者・改革者としてみるだけでなく、多領域にわたって

大きな影響を及ぼした思想家としてみていくための根拠が存在すると言えるからである。日本におい

て、ナイチンゲール著作文献の翻訳が、偏りのないように全領域にわたって進められてきたことが、
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ABio-Bibliographyof

FlorenceNightingale

｢ナイチンケール著作集』

(全3巻）
｢季刊・綜合看護』

その他の書籍

および雑誌媒体

第1章（47編） 25編 1編 45編

第2章（11編） 1編 1編 3編

第3章（39編） 1編 0 0

第4章（8編） 1編 2編 0

第5章（3編） 0 0 0

第6章（9編） 1編 1編 3編

第7章（8編） 1編 0 0

第8章（4編） 1編 0 0

第9章（21編） 1編 1編 3編

合計150編 合計32編 合計6編 合計54編
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日本人によるナイチンゲール思想研究の厚みを可能にし、彼女を思想家として位置づけることに成功

した大きな要因であると言えるだろう。

さらに一言追加しておく。第5グループの統計学の分野の邦訳はゼロと出ているが、統計学の内容

は第4グループの病院についての文献と重複するところが多く、ナイチンゲールの統計学における才

能は、第4グループの文献の邦訳によって明らかにされていることから、 “ナイチンゲールの統計と

病院”として括ることができるので、これをもって欠落と指摘するには当たらない。

結論として、 日本においてナイチンゲールの著作の全体を体系的に把握しようとしたばあい、 まず

は『ナイチンゲール著作集（全三巻)」を中心にして読み進み、著作集の中には加えられていない領

域の論文を視野に入れて思考を進めれば、ナイチンゲールの看護思想の真髄を探り当てることができ

るはずである。

日本におけるナイチンゲール著作文献の解読は、現時点で一応の完成をみたと言えるが、未だ手付

かずの研究分野もあり、今後は次なる思索の段階に向けて、新たな研究の扉が開かれることを望むも

のである。このぱあい、 「ABio-BibliographyofFIorenceNightingale』は、確かな道標の役割を果

たすであろう。
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